
■効果の見える海岸事業

○事業概要

　　当海岸は、昭和南海地震(1946)において、津波による被災履歴があり、今後30

○施行箇所 徳島県海部郡海陽町宍喰地先
○施行期間 平成20年度～平成24年度(予定)
○施行内容 鋼矢板工（液状化対策） L=300m

　

　

　に属する景勝地であり、観光のみならず、サーフィン等のマリンレジャーを目的

　として、県内外からの利用者が年間を通じ絶えない状況となっております。

　　宍喰浦海岸は、徳島県南端で高知県との県境に位置し、室戸阿南海岸国定公園

　の耐震対策(鋼矢板工法による液状化対策)に着手いたします。

徳島県　宍喰浦海岸の耐震対策

平成２０年度から海岸耐震対策緊急事業新規着手

徳島県河川課長　森兼永一郎

　年以内に50％の確率で発生が予測されている南海地震発生時においては、津波高

　による甚大な被害の発生が危惧されております。

　　そのため、海岸における堤防・護岸の耐震対策を緊急的に実施し、大規模地震

　が高く、地盤の液状化により堤防が著しく沈下することが想定されており、津波

　20年度新規採択されました。

　んで参りたいと考えております。

　発生時の堤防・護岸の防護機能低下による浸水被害を防止し、人命や資産被害の

　　今後とも、｢安全・安心とくしま｣の実現に向けた海岸事業を、より一層取り組

　　本事業により、地震時の液状化による堤防の沈下量を最小限にとどめ、最大津

　軽減を図ることを目的とした「海岸耐震対策緊急事業」に「宍喰浦海岸」が平成

　波が到達するまでの避難時間を確保することにより、徳島県の目指している「南

　海地震発生時の死者ゼロ」にも十分な効果が発現されるため、平成20年度、堤防
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昭和南海地震被害写真（徳島県南部沿岸）

写真提供：気象庁
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津波の通った道筋堤防に上がった船 津波来襲後の海岸
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